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【開催告知】西三河の赤ちゃんの命を繋いで 16年目 
より安全な新生児搬送へ、新生児ドクターカー「きらり」がリニューアル 

〜新車両の更新披露会を開催します〜 
 
ＪＡ愛知厚生連 安城更生病院（愛知県安城市、病院長：度会正人）は、西三河全域の新生児搬送を担

う新生児専用ドクターカー「きらり」の車両および医療機器を刷新し、2026年 7月 1日（水）14:00よ
り当院にて「更新披露会」を開催いたします。当日は安城市長 三星元人様をはじめとするご来賓をお迎
えし、テープカットや新車両の機能説明、車両見学を実施いたします。 
 

■ 新生児ドクターカー「きらり」更新披露会 概要 

日 時：2026年７月１日（水）14：00～15：00  
場 所：安城更生病院 南棟第２講堂（第 13会議室）および中庭 
主なご来賓（予定）：安城市 市長 三星元人様 

安城市市議会 議長 松本佳栄様 
愛知県 議会議員代表 今井隆喜様 

内 容：１.開会、２.主催者あいさつ、３.来賓あいさつ、 
４.新生児ドクターカー概要説明、５.テープカット、 
６.記念撮影、７.車両見学、８.閉会 

主 催：安城更生病院                                   
 
 
新生児ドクターカー「きらり」更新の背景 
当院は 2010年 12月、愛知県内で 3番目、三河地区では初となる「総合周産期母子医療センター」を

開設し、24時間体制でリスクの高い妊産婦や新生児の受け入れを行ってまいりました。その中核を担う
のが、新生児専用ドクターカー「きらり」です。2010年の運用開始以来、累計 3,268件（2026年 3月
末実績）に及ぶ新生児搬送要請に対応し、地域の周産期医療の要として多くの赤ちゃんの救命にあたっ
てきました。しかし、稼働開始から 15 年以上が経過し、西三河全域をカバーする中での走行距離は約
75,000km に到達。車両と医療機器の双方で経年劣化の兆候が顕著となり、近年では特殊車両ゆえに維
持・修理の負担が増加しておりました。命を繋ぐ現場において「安全性」は何よりも最優先されるべき
であることから、この度、車両および搭載医療機器の全面的な更新を決定いたしました。新たな「きら
り」の導入により、今後も地域医療へより安全かつ迅速な貢献を続けてまいります。 

【病院基本情報】病院長：度会正人／病床数：771床／職員数：2,011名／診療科：40科 
 

本件に関する問合せ  
ＪＡ愛知厚生連 安城更生病院 企画課（広報担当） 

住所：安城市安城町東広畔 28番地 TEL：0566-75-2191（直通）   

E-mail： kouhou@kosei.anjo.aichi.jp 
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▲15年以上、新生児搬送を担った旧車両 

▲2010年に開設した新生児センター（NICU） 


